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今回は最後の会長短信 とい うことにな ります。

次期会長の政さんに、取 りあえずはなむけの言葉

を、と申しますのは若返 りはまこと翔友会のあら

たな慶事ですから。

それで翔の字の謂われを思い起こすことが相応

しいかと、80歳になろ うとする年寄 りの知恵です

が思い立ちました。翔の字の発端は勿論、亜細亜

の古代中国の黄河上流の森林 と草原の遥かな起伏

とおそらくは清明の大気の中の風物に縁起するで

しょう。

羽を拡げたまま上下にはばたかず左右思 うまま

に宙に輪を描き、また輪を描いて飛び続けるさま、

それも一羽よりは数羽さらに数多く、数えきれな

いほどの飛′烏の群れ、宙空に輪を描いて回る飛′鳥

のすがたを羊 と羽の漢字で、ふるい書体の隷書体

では、羊は年であり、羽は多で軽 くやわらかでし
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なやかに空中に浮かぶのも不思議でないことを表

そ うとしたのでした。

ソアラーがテルミックを探 し当てて、その中を

賢明に懸命に飛び続けるさまは想い出の中でさえ

感動的で、私はたびたび其処で目をさましたもの

です。ゆめのなかでさえバンク旋回は感動的で。

古代の仙人は醒めたままに翔んだのでしょうが

ソアラの回翔は翔の字の現代の字体そのもの。

さて古代の政の賢人の孔子さまは、翔而後集と

申されました、とい うことになってお ります。意

気の合った自由鳥人の一団は、自在に回翔 し、回

翔をかさねて機を見て一斉に下 り集まります。不

思議な合図があって、一斉に翔 し一斉に集合。

ソアラーに現実に乗るひとも夢に乗る私のよう

な者もみんな翔友。10米 の台から飛んでも翔友。

新会長の政さんと翔友に栄光あれ。
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人は、生まれながらにして「飛びたい」 とい う

欲求があります。私は田舎で育った人間で、春の

レング畑に寝転んで、空を見上げ、飛ぶ鳥をずっ

と見ていた記
′
億があります。広がる空 とレングナⅢ

が少年の心に時空を越えて刻まれています。この

たび、航空部の部長を仰せつか り、何か、私自身

の記憶の一端が、今、現実につながるような気が

いたしてお ります。自分の意志で、空を飛ぶと言

うことはすばらしいことです。また、このような

経験は、ほんの一握 りの人に許されたもので、そ

の意味でも、皆様は幸運な人々であります。出来

る限 り、皆様の貴重な経験を多くの人々、特に同

志社に学ぶ学生にお伝えください。

グライダーは、他に類を見ないスポーツです。

機体構造は工学そのものです し、飛行は流体力学

理論によるものです。私は、工学部の機械系学科

で流体工学を担当 していまして、 これ らグライ

ダーに関する工学的な視点では、大変身近に感 じ

ます。ただし、実際に飛ぶとなればたいへんな苦

労が要ることは、これまた十分に認識いたしてお

ります。すなわち、単に技 と体力のみならず、工

学、理論、技、精神力そして体力 といった、いわ

ゆる総合スポーツであると思っています。また、

この他、グライダーで飛ぶのは一人もしくは二人

と言 うことになりますが、実は、これを飛ばすに

は大変多 くの人々の支援が必要になります。すな

わち、個人競技的な特長を持つスポーツでありな

がら、実はグループスポーツの要素が非常に大き

い。また、他 と比べると、比較にならないほど広

大なスポーツ環境が必要となる。 と、言った具合

に、パイロットはたいへんな試練 と責任を背負っ

て飛ぶことになります。それだけに「 うまく飛ベ

るJと 言 う達成感は大変大きいものがあると思い
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ます。いっぼ う、スポーツを行 う人は、ただ苦労

ばか りでなく、「これほど楽 しい事はないJと 言

う実感を持つことが出来る、それがまた重要な事

であると思います。このような意味でも、多くの

グライダー経験をもつ翔友の皆様が、楽 しみとい

うことについても語っていただければよいと思い

ます。

すばらしいチャンスを与えられた航空部の皆さ

んと共に、何かと、私も勉強とまた経験を積んで

行きたいと願っています。これからの、同志社大

学航空部に対 して、翔友皆様のご支援 とご協力を

切にお願い中し上げます。

く山口先生の横顔〉

卒業年次・学科

1977年 工学部機械工学

1979年 マンチェスターエ科大学 修士

1992年 同   ヒ 博 十

家族構成

担当講義

研究分野

奥様、お嬢さんお二人と愛大一匹(プ ー

ドル、オス)

流体工学、流体力学、機械設計

電磁性流体の基礎 と応用、粘弾性流体

の挙動

味 クラシックカメラ (ただし、写真は1く

手)、 旅行、クラシック音楽
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時が経つのは早いもので、監督に就任させて頂

いてから一年が過ぎてしまいました。皆さんはこ

の一年をどの様にお過ごしになられたでしょうか。

私自身、この一年を振 り返ってみて、一体、監督

として何が出来ただろ うか、と自間自答 してみま

した。率直に言えば、日に見える形で成果を上げ

ることは出来ませんでした。ある意味、結果を出

すことが要求される体育会航空部 としては問題で

あるかもしれません。 しか し、この下年が無駄で

あったかとい うと、そ うは思ってお りませんのこ

の一年私なりに努力を し、私の考えている同志社

航空部に向けて動き出すことが出来ました。翔友

会幹事会の皆様 とお話をして私の方針に対 してご

理解を頂きましたし、山ロコーチをはじめとする

指導陣にも理解 してもらい、協力 しながら現役学

4Lを指導 して行ける土台を作ることが出来たと確

信 してお ります。ただ残念ながら物理的に距離が

離れている為に現役学生諸君 と十分にコミュニ

ケーションが取れていないとい うのが実感です。

今年はこの辺 りの問題を解決 して行かねばならな

いと考えてお ります。その為には学生諸君の我々

指導陣への積極的なコンタクトと関西に在住の若

手を中心とした oBの 協力が欠かせません。改め

て OBの 皆様のご協力をお願いしたいと思います。

さて、ここでクラブの現況及び今年度のことに

ついて触れておきましょう。この 4月 から新 2年

生以上の学生は 5名 となります。今、クラブにと

って最重要課題は部員増加で、最低 5名 以上の入

部を日指 してお り、この原稿を皆様がご覧の頃に

は学生諸君の努力により良い報告が出来ると信 じ

てお ります。この様にクラブの土台を充実させた

上で、今年は各競技会で戦 うことが出来るレベル

に選手を育成 して行きたいと考えてお ります。結

呆として成績はどうであり、単に大会に参加する

だけではなく、持てる力を出し切って戦える選手

を、と思ってお ります。一方、航空部を取 り巻 く

環境は大きく変化 して来てお り、同立戦に関する

ことなど問題は山積 してお ります。学生諸君及び

我々指導陣とoBが積極的に取 り組まなければな

りません。ただ、心強いのは、現場に復帰 して頂

ける OB教官や再び飛ぼ うとしている積極的な

OBの 方のお話を耳にしていることです。

最後に、確か昨年のサッカーのワール ドカップ

の頃に見かけた記事について触れさせて頂きたい

と思います。そこにはイングランド代表のオーウ

ェン選手の話が載ってお りました。彼 曰く、シ

ュー トが入らなくなると、どこが悪いのかとあれ

これ考えては色々な答えを出す。 しか し、だいた

いその答えは間違っている。だからあたふた悩ん

でもしょうがなく、自分の力を信 じてやるべきこ

とをや り続ける sdf bdifが大切である。結果は

その うち付いてくるもので、そ うやって結局はス

ランプを切り抜けて来た。この様な考え方は心理

学的にも裏付けられていると書いてあ りました。

特にやるべきことをやる。自分に自信を持ち、日

先のことに囚われずに本質を見据えてやるべきこ

とをやる。こうい う肯定的な考え方は非常に大事

で、今の我々に必要なことではないでしょうか。

我々の場合も、フライトにしてもクラブ運営にし

てもうまくいかないからといって場当た り的な対

応をするのではなく、長期的な目標に向かってや

るべきことを信念を持って一つ一つやって行 く。

同志社大学航空部は70年近い歴史を、学生諸君は

約20年 とい う自分の歴史を持って現在に至ってい

るのです。 自信を持って着実に今年度も一年間、

頑張って行きましょう。
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